
  

 

 

【子育て通信】は季刊です。裏面にコラムがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講者の声（アンケート結果から）  
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『読書の秋』です。すみだ郷土文化資料館にて紙芝居の企画展を実施しています。 

この機会にぜひお子様とご一緒にお越しください。 

  

 



           

       
 

        

 

 

 

 

 

ようやく秋の深まりを感じられるようになりました。食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋、実りの秋…楽しみの

多い季節がやってきます。子どもたちも、さまざまな行事やイベントに参加するチャンスがあることでしょう。せっ

かくの楽しみが、順位や出来不出来、その量を測るのではなく、子ども一人ひとりが、達成感や充実感を感じる

ことができるチャンスにできたら良いと願います。また、家庭における読み聞かせも同じです。何をどれだけ（何

冊）読んだかではなく、絵本を通して親子でどれだけ心を添わせ、その時間を楽しめたか、絵本をきっかけに親

子で何が話し合えたかを大切にしてもらいたいと願っています。読み聞かせの時間は大人が子どもに向き合

い、寄り添う時間です。絵本と一緒に幸せな時間の記憶を親子で積み重ねてください。 

ここ数年の児童書の傾向として、多文化多様性をテーマにしたものが多く出版されています。なかでも LGBT

をテーマにした絵本の出版は、目立って増えているようです。一般的に LGBT は大人の問題とされがちですが、

なかには学童期や幼児期に「他(同性)のお友達とは違う」ことを本人が認識していることもあると聞きます。「自

分らしさ」を尊重することは、自己肯定感を育むためにはとても大切なことです。『RED あかくてあおいクレヨン

のはなし』（マイケル・ホール ほか 【子どもの未来社】）はアメリカで数々の賞を受賞、アメリカ図書館協会のレ

インボーリスト(LGBT の青少年向け推薦図書)にも選ばれた 1 冊で、日本では 2017 年に出版されました。主人

公は、本当は青いクレヨンなのに赤い紙カバーを巻かれた「レッド」。クレヨンの色で多様性を表現したアイディ

アが幼い子にもわかりやすいと評価されています。原題は〝Red：A Crayon’s Story″、幼い子にとってはまさ

に「くれよんのおはなし」なのでしょう。4 歳の S ちゃんは「お洋服(紙カバーのこと)が違ってたんだよ。でも、違う

の着てても、ちーゃんと見なきゃだめだよねぇ」と言っていました。多様性をテーマにした絵本は、ほかにも様々

出版されていますが、まだまだ玉石混合なのも事実です。 

まずは考えるきっかけとして、そして自分らしく生きることの大切さを知るために、多様性（違い）は特別なこと

ではなく、自然なこととして、絵本が親子で考えるきっかけになればよいと願っています。 

 

【コラム執筆者：JPIC 読書アドバイザー 児玉 ひろ美】 

  

家庭教育に関する質問 絶賛募集中！！ 

 地域教育支援課では家庭教育支援の充実を図るため、様々な事業を実施しています。一層の充実を図るため、「子育て支援コラム」で

取り上げてもらいたい内容や事業についての質問を募集いたします。ご興味のある方はお気軽にお問合せください。 

【連絡先】墨田区教育委員会事務局地域教育支援課地域教育支援担当 

■住所 〒130-8640 墨田区吾妻橋１-２３-２０ 墨田区役所 11 階 

■電話 03-5608-6311【平日 8:30～17:00】  ■メール CHIIKIKYOUIKU@city.sumida.lg.jp 
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